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第４章 災害復旧・復興対策 

 被災地の復旧・復興は、住民の意向を尊重しながら県、市が主体的に取り組み、国や関係機関等の協力と適

切な役割分担の下、被災者の生活の再建及び経済の復興、再度災害の防止に配慮した施設の復旧等を図り、よ

り安全性に配慮した地域づくりを目指すとともに、災害により地域の社会経済活動が低下する状況に鑑み、可

能な限り迅速かつ円滑な復旧・復興を図る。 

 また、被災の状況、地域の特性、関係公共施設管理者の意向等を勘案しつつ、迅速な原状復旧を目指すか、

又は更に災害に強いまちづくり等の中長期的課題の解決をも図る計画的復興を目指すかについて早急に検討し、

復旧・復興の基本方向を定め、必要な場合には、これに基づき復興計画を作成する。 

 なお、復旧・復興に当たっては、男女共同参画の観点から、復旧・復興のあらゆる場・組織に女性の参画を

促進する。併せて、要配慮者の参画を促進する。 

第１節 災害復旧対策 

 災害復旧対策は、被災した施設の原形復旧に併せて、再度災害の発生を防止するため、必要な施設の設計又

は改良を行うなど将来の災害に備える事業計画を策定し、早期復旧を目標に実施する。 

 また、市の復旧・復興対策の組織の設置、職員の確保及び活動については、災害対策本部と調整を図りなが

ら迅速に実施する。 

１ 激甚災害の指定 

（１）基本方針 

 迅速かつ的確な被害調査を行い、当該被害が「激甚災害に対処するための特別の財政援助等に関する法

律（昭和37年法律第150号）」（以下「激甚災害法」という。）に基づく激甚災害の指定基準に該当し、特別

な地方財政援助又は被災者に対する特別な助成が必要と認められる場合は、政令指定を得るための適切な

措置を講ずる。 

（２）市の活動 

ア 市長は、激甚災害指定基準又は局地激甚災害指定基準を十分に考慮して被害状況等を調査し、知事に

報告する。 

イ 市長は、激甚災害の指定を受けたときは、速やかに関係調書等を作成し、県関係各部局に提出する。 

２ 被災施設の復旧等 

（１）被災施設の復旧等 

 被災した公共施設の災害復旧は、原形復旧を基本にしつつも、再度災害防止の観点から可能な限り改良

復旧を行うなどの事業計画を速やかに策定し、社会経済活動の早急な回復を図るため迅速に実施する。特

に、地震に伴う地盤の緩みにより土砂災害の危険性が高まっている箇所について、二次的な土砂災害防止

の観点から対策を講ずる。 

 また、ライフライン、交通輸送等の関係機関は、復旧に当たり、復旧予定時期を明らかにするよう努め

る。 

 公共施設の復旧事業は、概ね次の法律等に基づき、迅速かつ円滑に行う。 

ア 農林水産業等施設については、農林水産業施設災害復旧事業費国庫補助の暫定措置に関する法律、土 

地改良法を活用し実施する。 

イ 道路、海岸、河川、港湾、漁港、下水道、都市公園施設については、公共土木施設災害復旧事業費国

庫負担法により実施する。 

ウ 砂防等施設については、公共土木施設災害復旧事業費国庫負担法、砂防法、地すべり等防止法、急傾

斜地の崩壊による災害の防止に関する法律により実施する。 

エ 都市施設（街路、公園、排水路、墓園等）の復旧及び堆積土砂排除事業については、関係機関が緊密

に連携し、都市災害復旧事業国庫補助に関する基本方針及び都市災害復旧事業事務取扱方針により実施
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する。 

オ 公営住宅等については、公営住宅法により実施する。 

カ 水道施設については、上水道施設災害復旧費及び簡易水道施設災害復旧費の国庫補助金交付要綱によ

り実施する。 

キ 公立学校施設については、公立学校施設災害復旧費国庫負担法により実施する。 

ク 特定大規模災害その他著しく異常かつ激甚な非常災害として政令で指定する災害が発生し、円滑かつ

迅速な復興が必要な場合は、大規模災害からの復興に関する法律に基づき、国に対して災害復旧事業等

に係る工事の代行を要請する。 

（２）災害廃棄物の処理 

 大規模な地震被害の被災地においては、損壊家屋を始めとする大量の災害廃棄物が発生することから、 

広域的な処分など迅速かつ環境負荷のできるだけ少ない処分方法を検討する。 

ア 市は、災害廃棄物の広域処理を含めた処理処分方法を確立するとともに、仮置場、最終処分地を確保

し、計画的な収集、運搬及び処分を図ることにより、災害廃棄物の円滑かつ適正な処理を行う。 

イ 災害廃棄物処理に当たっては、適切な分別を行うことにより、可能な限りリサイクルに努める。 

ウ 災害廃棄物処理に当たっては、復旧・復興計画を考慮に入れつつ計画的に行う。また、環境汚染の未

然防止又は住民、作業者の健康管理のため、適切な措置等を講ずる。 
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第２節 復 興 計 画 

 多数の機関が関係し、高度かつ複雑な大規模事業となる被災地域の再建を速やかに実施するため、必要に応

じて復興計画を作成し、関係機関の諸事業を調整しつつ計画的に復興を進める。 

 また、多くの人が被災し、住居や家財の喪失、経済的困窮、あるいは生命の危険に瀕し、地域社会が混乱に

陥る可能性があることから、震災時の人心の安定と社会秩序の維持を図ることを目的に、関係機関の協力を得

ながら被災者の生活支援の措置を講ずる。 

 さらに、被災地の復興計画の作成に際しては、地域のコミュニティが被災者の心の健康の維持を含め、被災

地の物心両面にわたる復興に大きな役割を果たすことに鑑み、その維持・回復や再構築に十分に配慮する。 

 なお、この節に定めのない事項については、風水害等対策編第４章第２節「復興計画」による。 

１ 復興計画の作成 

（１）計画の策定 

 市長は、必要があると認めたときは、震災復興計画を策定する。 

（２）計画の構成 

 計画は、基本方針（ビジョン）と、都市・農山漁村復興、住宅復興、産業復興などからなる分野別復興

計画により構成する。 

（３）計画の基本方針 

 計画策定に当たっては、新居浜市長期総合計画及び新居浜市国土強靱化地域計画との調整を図る。 

（４）計画の公表 

 計画策定後は、新聞、テレビ、ラジオ等の報道機関を通じ速やかに公表するとともに、臨時刊行物等を

配布するなどにより、住民に周知し、被災地の復興を促進する。 

（５）国・県との調整 

 計画策定に当たっては、国や県等との調整を行う。 

（６）大規模災害からの復興に関する法律の活用 

 特定大規模災害が発生した場合は、大規模災害からの復興に関する法律を活用し、復興を推進する。 

 市は、復興基本方針及び県復興方針に即して単独で又は県と共同で復興計画を作成し、同計画に基づき

市街地開発事業、土地改良事業等を実施することにより、特定大規模災害により土地利用の状況が相当程

度変化した地域等における円滑かつ迅速な復興を図る。 

 また市は、復興計画の作成等のために必要がある場合は、関係地方行政機関に対して職員の派遣を要請

し、又は知事に対して職員の派遣のあっせんを求める。 

２ 防災まちづくりを目指した復興 

（１）必要に応じ、再度災害防止とより快適な都市環境を目指し、住民の安全と環境保全等にも配慮した防災 

まちづくりを実施する。その際、まちづくりは現在の住民のみならず将来の住民のためのものという理念 

のもとに、計画作成段階で都市のあるべき姿を明確にし、将来に悔いのないまちづくりを目指すこととし、 

住民の理解を求めるよう努める。併せて、障がい者、高齢者、女性等の意見が反映されるよう、環境整備 

に努める。 

（２）復興のため市街地の整備改善が必要な場合には、被災市街地復興特別措置法等を活用するとともに、住 

民の早急な生活再建の観点から、防災まちづくりの方向についてできるだけ速やかに住民のコンセンサス 

を得るように努め、土地区画整理事業、市街地再開発事業等の実施により合理的かつ健全な市街地の形成 

と都市機能の更新を図る。 

（３）被災した学校施設の復興に当たり、学校の復興とまちづくりの連携を推進し、安全・安心な立地の確保、 

学校施設の防災対策の強化及び地域コミュニティの拠点形成を図る。 

（４）防災まちづくりに当たっては、必要に応じ、避難路・避難地、延焼遮断帯、防災活動拠点ともなる幹線 

道路、都市公園、河川、港湾、空港など、骨格的な都市基盤施設及び防災安全街区の整備、ライフライン 

の共同収容施設としての共同溝、電線共同溝の整備等、ライフラインの耐震化、耐震性貯水槽の設置等を 

基本的な目標とする。この際、都市公園、河川等のオープンスペースの確保等は、単に避難場所としての 

活用、臨時ヘリポートとしての活用など防災の観点だけでなく、地域の環境保全、レクリエーション空間 
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の確保、景観構成に資するものであり、その点を十分住民に対し説明し理解と協力を得るように努める。 

また、ライフラインの共同収容施設としての共同溝、電線共同溝の整備等については、各種ライフライ 

ンの特性等を勘案し、各事業者と調整を図りつつ進める。 

（５）既存不適格建築物については、防災とアメニティの観点から、その問題の重要性を住民に説明しつつ、 

市街地再開発事業等の適切な推進によりその解消に努める。 

（６）被災施設等の復旧事業、災害廃棄物の処理事業に当たり、あらかじめ定めた物資、資材の調達計画及び 

人材の広域応援等に関する計画を活用しつつ、関係機関が緊密に連携し、可能な限り迅速かつ円滑に実施 

するとともに、復興計画を考慮して、必要な場合には傾斜的、戦略的実施を行う。 

（７）新たなまちづくりの展望、計画決定までの手続、スケジュール、被災者サイドでの種々の選択肢、施策 

情報の提供等を、住民に対し行う。 

（８）建築物等の解体等によるアスベストの飛散を防止するため、必要に応じ事業者等に対し、大気汚染防止 

法に基づき適切に解体等を行うよう指導・助言する。 

（９）被災地の復興計画の作成に際しては、地域のコミュニティが被災者の心の健康の維持を含め、被災地の 

物心両面にわたる復興に大きな役割を果たすことに鑑み、その維持・回復や再構築に十分に配慮する。 
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第３節 被災者の生活再建支援 

 被災者が新たな生活への意欲を持つことに重点を置きながら、市民生活の安定を図るための施策を講ずると

ともに、自力による生活再建を支援する。 

 なお、この節に定めのない事項については、風水害等対策編第４章第４節「被災者等に対する支援」による。 

１ 被災者の経済的再建支援 

（１）市の活動 

  ア 罹災証明の発行 

  （ア）調査班（火災の場合は、消防本部）に罹災証明書発行窓口を設置し、被災状況調査を基に希望者に

罹災証明書を遅延なく発行する。 

  （イ）罹災証明書調査窓口を設置し、再調査の希望に対応する。 

２ 中小企業を対象とした支援 

（１）基本方針 

 被災した中小企業の自立再建を図るため、中小企業を対象とした事業の場の確保及び資金の調達に関す

る支援等を実施する。 

（２）市の活動 

ア 中小企業の被災状況の把握 

 県が行う中小企業の被災状況調査に協力する。 

イ 事業の場の確保 

 事業の場の確保に関する支援策を必要に応じ、実施する。 

ウ 支援制度・施策の周知 

 中小企業を対象とした支援制度・施策を県と連携し周知する。 

３ 農林漁業者を対象とした支援 

（１）基本方針 

 被災した農林漁業関連施設の迅速な災害復旧を図り経営・生活の維持・安定を図るため、農林漁業者を

対象とした支援を実施する。 

（２）市の活動 

ア 農林漁業者の被災状況の把握 

 農林漁業者の被災状況調査を、県と連携して実施する。 

イ 支援制度・施策の周知 

 農林漁業者を対象とした支援制度・施策を、県と連携して周知する。 


